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要旨
　社会福祉にまつわる市民の生活困難の解決に向けて、主に 1970 年代以降を中心に福祉教育・ボランテ
ィア学習に関する研究が進められてきた。児童・家庭福祉分野からみても社会的状況の変化と相まって、
保護者への育児支援、児童の健全育成に関する福祉的支援のための社会資源を客観的条件として整備す
ることと同時に、当事者である保護者、児童のみならず市民の児童・家庭福祉への主体性喚起、理解・
参画に向けた主体性的条件としての福祉教育・ボランティア学習の取り組みが求められる。
　本論では、岡村重夫の社会福祉固有の視点を基点とし、子育てにまつわる人材育成に取り組む大阪市
天王寺区の取り組みを手がかりに、児童・家庭福祉における福祉教育・ボランティア学習のあり方につ
いて検討する。
キーワード：児童・家庭福祉、福祉教育・ボランティア学習、主体形成、社会生活上の基本的要求、子育て
人材育成
はじめに
　福祉教育やボランティア学習という用語の捉え方には、統一的な概念はないが、いずれも
福祉的観点に立って展開される教育の最終的目的を満たす上でのひとつの領域としてその意
義を見出すことができる 1）。
　筆者はこれまで、市民の主体形成や市民を取り巻く社会資源の整備をふまえ、福祉教育・
ボランティア学習の必要性を論じてきたが 2）、現在の子どもの育ちをめぐって様々な課題が
生じている。
　家族の小規模化や核家族化といった家族形態の変化は、家庭における子どもの育ちと教育
機能の脆弱化を引き起こすとされ、兄弟数の減少や近隣の子ども同士の交友関係の縮小とも
直結し、子どもの人格形成に影響を与え、自らの可能性や生きる力の育成を妨げ、基本的な
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発育を不安定なものにし、親世代から孫を育てる世代への育児の伝承機会も減少しつつある3）。
　さらに日本では、都市化に伴い、地域社会の共同体意識は薄れ、同じ地域に継続して住み
続ける意識を持たない層も増加する中で、時間や空間を共にする者同士連帯意識も育ちにく
い状況がある。それと共に、地域での子育ての悩みや情報交換の場、祖父母世代とのつなが
りは減少し、親の子育て不安を招き、子どもへの過干渉や、育児放棄・児童虐待などを引き
起こす要因ともなっている。地域の連帯意識の希薄化による養育力の一層の低下も危惧され
る 4）。
　そしてこのような不安定な状況下で、社会的不利益を被りながら成長を余儀なくされる子
ども達への視点もふまえながら 5）、児童・家庭福祉の観点からも市民が児童・家庭福祉への
関心を深め、将来の子育ての担い手としての備えや構えをもち、地域福祉推進に向けて積極
的に参画しようとする人材の養成を視野に収めた取り組みが求められるものと考えられる。
　本論では、筆者が地域福祉推進委員として関わり、地域の福祉力の強化や子育て環境の整
備に向けた人材育成が図られつつある大阪市天王寺区のジュニアボランティアの取り組みを
手がかりに、児童・家庭福祉における福祉教育・ボランティア学習の方向性について論じる。
第 1章　子育てをめぐる福祉問題と福祉教育的対応
1．少子化・子育てをめぐる社会的状況と福祉教育的対応の必要性
　日本では周知の如く少子化が進行している。
　厚生労働省「平成 27 年人口動態統計」によると、2016（平成 28）年の合計特殊出生率は
1.46で、前年の1.42よりも0.04上回り、1994（平成6）年の1.50以来の高水準となったが、
少子化に歯止めがかかったとは言い難い。
　そこでは、自ずと家族成員の小規模化が進み、単身者や夫婦のみの家庭の増加につながり、
子どもの成長・発達をめぐる様々な課題が提示されることになる。
　児童精神科医の渡辺久子は少子化特有の問題点として、①貴重な子ども、②家族機能低下
と育児障害、③ビジネス原理の家庭内進入、④葛藤化しやすい家族力動をあげている。①に
ついては工業化社会の子どもは、生まれる前から貴重な子として、両親や祖父母の葛藤や願
望の対象となりやすく、親を慰め満たす役割を押しつけられる反面、自分の些細な欠点が親
の自己愛を傷つける。少子化家庭ほど密室化しやすく、育児ノイローゼや児童虐待が起きや
すいとしている。②については自ら一人っ子であったり、子どもの気持ちのわからぬ親が、
子どもに自分の不安定な感情を向ける。兄弟や近所の子どもとのつきあいが少ないほど、子
どもは、親の葛藤をもろに浴びやすい家庭状況にあるとしている。③については、母親の社
会進出や、高齢出産の育児の増加に加え、都会の家庭では全体として大人の感覚やビジネス
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ライクの雰囲気が優勢になっているとし、母親が家で仕事を片付けるようにてきぱき育児を
をすると、乳幼児の心は緊張し育ちにくいこと、また一人っ子であれば、身近に兄弟のいな
い寂しさ、子どものロールモデルの欠如に加えて、周囲からの無神経な圧力も受けやすい。「一
人っ子だから甘やかす」と牽制され、失敗を恐れて緊張するあまり、喜びの少ない育児をし
ている母親が意外と多い。さらに不妊症の既往や周産期障害などがあると、育児の緊張は一
層強まるとしている。④については、核家族は父母連合、世代境界などの基本的家族構造を
確立しにくく、親子はボーダーのない葛藤的な集団力動に陥りやすい。特に子どもの乳幼児
期と思春期には、親自らが子どもの怒りや本音に揺さぶられ、知らぬ間に心理的に退行し、
子どもじみた夫婦喧嘩や、幼児的な叱り方をしやすい。また、1人、2人の子をめぐり、夫婦、
親子が三角関係に陥りやすい。親子や夫婦で内面を語り合う習慣の乏しい日本では、多くの
葛藤がまだ整理されないまま押し殺されて、この葛藤の世代間伝達が濃厚に認められるとし
ている 6）。
　子育てに関する問題としては、「社会環境の変化やそれによってもたらされたもの、つま
り地域社会における人間関係の希薄さやコミュニケーション能力の低下、出会いの場の減少
などが大きく影響している」7）との指摘もある。
　また、地域の人間関係の希薄化による孤立化は児童虐待の要因ともなりうる。庄司順一に
よると子育て家庭の「社会からの孤立」を近年増加の一途をたどる児童虐待の発生要因にあ
げ、密室となった家庭では、虐待の発生がわかりにくく、その発見を遅らせることにつなが
るとしているが、そうした意味で虐待防止を含めた福祉教育・ボランティア学習のあり方も
課題となる 8）。
　さらに、子どもへの影響として人間関係構築能力、社会性の涵養やコミュニケーション能
力、教育領域で重視される生きる力を育てる機会の減少なども懸念される 9）。
　日本のこのような状況下において、支え手・担い手としての人材育成のための福祉教育の
必要性が多くの識者により指摘されているところである。例えば大橋兼策は福祉教育の求め
られる背景として、「子ども・青年の発達の歪みと社会体験」をあげ 10）、阪野貢も同じく「青
少年の生活と発達の歪み」をあげている 11）。
　文部科学省中央教育審議会答申「今後の青少年の体験的活動の推進について」（2013〈平
成 25〉年 1 月）では、生活、文化体験活動、自然体験活動、社会体験活動の 3 つに体験活
動を分類し、子どもが五感を通じて何かを感じ、学ぶ取組を広く包括すべき点を指摘している。
　また、国立青少年教育振興機構の「青少年の体験活動等に関する実態調査（平成 24 年度
調査）」によれば、自然体験や生活体験が豊富な青少年ほど、自己肯定感が高い傾向にある
とされている 12）。
　筆者は、福祉教育としてのボランティア学習体験を通じた教育効果として、①児童・生徒
の社会体験の狭さを補う、②人間及びその多様性の理解、③共感能力の涵養、④児童、生徒
のセルフエスティームと自尊心を高める、の 4点を指摘したところである 13）。
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　一方、志水宏吉は、イギリスの教育社会学者ブラウンによる 1990 年代以降に先進諸国の
社会で広がりつつある状況を「ペアレントクラシー、つまり資源（財産）＋嗜好（願望）＝
選択」と表現し、親が所有する富と教育アスピレーションの多寡が、教育選抜に決定的な重
要性をもつ社会について取り上げ、貧しい家に育った子ども・若者が自分自身の能力と努力
で上昇移動を遂げていくというメリトクラシーの状況ではもはやなく、教育を上手に活用し、
自己の再生産を戦略的に図る富める家庭が主導権を握り、能力や努力も過程の富や親の教育
熱心さに大きく規定されるという家庭の力の極大化を許容する社会がペアレントクラシーで
あるとする。アメリカはこの状況がいち早く現実のものとなっており、日本もこの道を歩み
つつあると指摘している 14）。
　原田正樹は「福祉教育が権利に基づいた教育活動であるとする立場からは、こうした児童
生徒の成長・発達そのもので、またこれを疎外する社会的課題への視点を内在している」15）
と論じているが、子育てをめぐっては、大衆教育社会における形式的な平等主義の中で、そ
の健全な成長・発達に様々な課題が投げかけられている。
　また、今井孝江は、「子どもがどのような将来を迎えようと乳幼児においては幸せな生活
を過ごし（福祉）、将来の生き方を支える力を育てる役割（教育）を保育所が担っている。
福祉教育の第一歩は保育所にある」16）と述べているが、子育てをめぐる福祉的・教育的課題
解決のための福祉教育的対応の必要性が増しているものと考える。
2 ．子どもの主体形成をめぐる主体的条件と客観的条件
　社会福祉援助の原理のひとつとして、岡村重夫は「主体性の原理」17）をあげているが、
子どもの主体形成をいかに図るかが福祉領域での重要な課題でもある。福祉基礎構造改革以
降の流れの中で、利用者本位、利用者の自己決定の尊重も強調されている所であるが、学習
指導要領などにも盛り込まれている、「生きる力」を育てようとする教育領域での課題とも
軌を一にする原理ともいえる。
　筆者はそれらに関し、地域福祉における住民の福祉力の形成と福祉的課題の解決には、住
民の意識転換が求められること、福祉意識を高めていく上での教育的取り組みの必要性を述
べた。さらに、自立（律）的な生活者像に焦点を当てつつ、社会福祉サービス利用者の地域
生活の場を個々のニーズに対応できる生活環境に整えるための客観的条件としての社会福祉
と、自立（律）する生活主体としての生き方を指向する生活姿勢、意欲や態度を確立するた
めの主体的条件としての福祉教育の必要性を指摘したところである 18）。
　さらに岡村は社会福祉の固有性を明らかにすべく、我々の日常生活における「社会関係」、
つまり全ての個人が生活上の要求を充足するために利用する社会制度との間に取り結ぶ関係
の二重構造を示した 19）。さらにその構造は、生活主体者である個人の側の条件により規定
される主体的側面と、社会制度の側から規定される客体的側面とが、否定的に媒介されるこ
とにより統合される二重構造をもつものとされている 20）。
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　また、ここで岡村は社会生活の基本的要求として「経済的安定」「職業的安定」「社会的協
同ないし社会参加の機会」「医療の機会ないし保障」「家族関係の安定」「教育の機会」「文化・
娯楽の機会」を挙げ、児童のみならず、高齢者や障がい者も含めて全ての個人のもつ社会生
活上の要求であり、この 7つの基本的要求を充足させるための過程が社会生活であるとして
いる 21）。
　ちなみに、本論において児童・家庭福祉（子育て支援）をめぐる社会生活上の基本的要求
充足のための社会制度と福祉教育の関係性について岡村の説を元に整理を試みたものが表 1
‒2‒1 である。ただし、ここでは一般的福祉教育を主眼に置いて作成している。
表 1‒2‒1　児童・家庭福祉（子育て支援）をめぐる社会制度と福祉教育の関係性
1 ．経済的安定・保障制度（社会保障制度）
　　（公的扶助、社会保険の権利の保護、給付水準改善、経済生活改善の支援）
↓
保護者・児童への金融・経済・社会保障に関する仕組みや制度の理解、それらへの主体的活用・運
用の姿勢喚起などに関する福祉教育
2． 職業の安定や雇用政策（労働基準、労務管理の個別化、産業福祉、人事ソーシャルワーク、職業指導・
訓練に関連する福祉的支援）
↓
保護者・児童自身などへのキャリア・職業にまつわる仕組みや制度の理解、能力・意欲・態度養成
などに関する福祉教育
3．医療・保健制度（医療ソーシャルワーク、リハビリテーションに関連する福祉的支援）
↓
保護者・児童などへの子育てにまつわる保健・医療に関する仕組みや制度の理解、それらへの主体
的活用の姿勢喚起、心身の健康維持・促進などに関する福祉教育
4．教育制度（学校福祉事業、社会教育に関連する福祉的支援）
↓
親・祖父母の子育てへの取り組み、児童への乳幼児をはじめとする異なる他者への思いやり、豊か
な人間性、情操、主体性の涵養、児童・家庭福祉にまつわる仕組みや制度の理解、それらへの主体
的活用の姿勢喚起、市民の地域福祉推進に向けた福祉力の醸成などに関する福祉教育
5． 家族関係の安定や住宅政策（家族ソーシャル・ワーク、住宅福祉、都市・住宅団地計画に関連する
福祉サービス）
↓
子育てをめぐる成員の家庭生活の調和、社会的養護にまつわる仕組みや制度、そのあり方などに関
する福祉教育
6．社会参加の促進・保障の制度（司法福祉、隣保事業、地域共同社会開発）
↓
子育てをめぐる地域子育て拠点の整備、バリアフリー推進、安心・安全なまちづくり、児童の道徳
的発達などに関する福祉教育
7． 文化・娯楽の保障・促進制度（地域・職場のレクリエーション参加の支援、青少年・児童・障がい者・
高齢者の参加支援）
↓
保護者・児童などへの子育て交流の場や機会、児童の健全育成にまつわる仕組みや制度、そのあり
方などに関する福祉教育
出所： 岡村重夫（1999）『社会福祉原論』全国社会福祉協議会、p132 および松本英孝（1995）『主体性の社会福
祉論―社会福祉学入門―』法政出版、p74 を元に筆者が作成 22）23）
　表 1‒2‒1 から、岡村の指摘にそえば、児童も、また、児童を取り巻く家庭との関係から、
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特に貧困・虐待やDV、子育て家庭の孤立化、非行・いじめ・暴力などの学校不適応などと
いった様々な福祉問題に鑑みても、社会関係の安定が保たれていないといわざるをえず、社
会生活上の基本的要求を、それぞれを充足するための社会制度を整備する必要がある 24）。
　こうした社会的不利益をこうむる子どもに関する指摘からみても、子どもをめぐる主体形
成は福祉的、教育的な共通課題であり、教育の教材開発やそのプログラム実践などによる人
間形成の視点からの主体的条件と福祉の仕組み・制度・支援による客観的条件の整備により
なされることが必要である。
第 2章　地域福祉推進をめぐる天王寺区の取り組み
1．地域福祉計画策定の背景
　日本では、2000（平成 12）年に社会福祉の基本的な考え方を見直していこうとする社会
福祉基礎構造改革を行うべく、福祉関係法の改正が行われてきた。そこでは、利用者本位の
質の高いサービス提供のための制度を確立し、地域福祉を推進することを柱としている。
　社会福祉法第 107 条では、市町村が地域福祉計画を策定することが規定され、2003（平成
15）年 4月から施行されている。
　2008（平成 20）年 3月には厚生労働省が「これからの地域福祉のあり方に関する研究会」
を設置し、報告書をまとめている。その中でも、地域福祉推進のためには、住民と行政が協
働し、地域の相互の支え合い（共助）の領域を拡大・強化する必要性や、地域福祉コーディ
ネーターの配置・活動拠点の確保、活動圏域の設定などの視点が盛り込まれている。
　2004（平成 16）年 3 月、大阪市では地域福祉推進のための理念や、公私協働・公的責任
の仕組みづくり、各区での取り組みを支援する計画である大阪市地域福祉計画が策定され、
また、大阪市社会福祉協議会では、参画と協働を具体的に進める小地域活動・当事者組織化・
福祉教育等の具体的な活動・行動・手法に関する計画である大阪市地位福祉活動計画が策定
されることにより、この両計画をふまえた、各区レベルでの公私協働によるアクションプラ
ンづくりが進められてきた。
2 ．天王寺区の地域福祉計画の策定・推進への取り組み
　天王寺区は大阪市のほぼ中央に南北に伸びる帯状の上町台地に位置する人口約 7万人、面
積 48㎢の町で、四天王寺をはじめ 200 あまりの社寺や旧跡があり、幼稚園や専修学校まで
約 70 の校・園を有する文教地区である。
　天王寺区でも 2004（平成 16）年度から 2005（平成 17）年度にかけて、身近な地域での
その実情をふまえた地域福祉推進のため「天王寺愛あいプラン」の策定に向けた取り組みが
行われることとなった。
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　2004（平成 16）年 10 月に策定委員会を設置し、従来から取り組まれてきた地域でのふれ
あい活動や見守り支援活動、世代間交流など福祉の実践活動と、社会福祉施設等との交流等
の福祉活動を基としつつ、「人権尊重」「住民主体」「利用者本位」「社会的援護を要する人々
への支援」をふまえ、天王寺区役所保健福祉センターと天王寺区社会福祉協議会が合同事務
局となり、大阪市地域福祉計画での 8つの考え方、つまり①全ての人が参加できる、②話し
合いの場をつくる、③公私協働で地域福祉を推進する、④ネットワークをつくる、⑤地域の
情報を共有するしくみをつくる、⑥さまざまな活動に市民参加ができるしくみをつくる、⑦
サービスを利用しやすくする、⑧地域の将来像を描く、に基づいた策定作業がすすめられる
こととなった。
　2004（平成 16）年 10 月、区内各種団体・機関の代表者と市民公募委員による策定委員会
が設置され、その下に小委員会、第1部会（地区住民懇談会担当）、第2部会（高齢、障がい、
子育て 3分野）が設置され、各班会議、福祉フォーラム、地区住民懇談会・座談会等が開催
され、意見集約や取り組みの整理がなされた。
　2006（平成 18）年 4月、天王寺区地域福祉アクションプランとして 6領域 55 項目の具体
的な取り組み項目に、区の独自性、土地柄、地域柄に根差したものにまとめられることとな
った。
　計画の基本目標は⑴お互いを理解しあうまち、⑵みんなで支えあい必要な福祉サービスが
受けられるまち、⑶子どもをはじめ、みんなが生涯、地域に愛着と誇りを持ち、夢を持って
暮らしていける福祉のまち、とされている。
　また、具体的な目標として、1．交流（豊かな交流で助けあい支えあうあたたかい心が息
づく福祉コミュニティをつくろう）、2．情報（みんなで地域の福祉情報をきめ細かく共有し
よう）、3．人材（一人ひとりが主人公。みんなが主体的・積極的に地域活動に参画しよう）、
4．気づき（まちのこと、お互いのことを気づき合おう）、5．品格（豊かな歴史と文化、文
教のまちの伝統をうけつぎ、品格のあるまちにしよう）、6．生活基盤（安全で安心に暮らせ
る、確かな生活基盤を整えよう）の 6領域にまとめられた。
　その後、策定委員会を推進委員会に移行させ、第1期を2006（平成18）年度から2008（平
成 20）年度、第 2期を 2009（平成 21）年度から 2011（平成 23）年度、第 3期を 2012（平
成 24）年度から 2014（平成 26）年度、第 4期を 2015（平成 27）年度から 2017（平成 29）
年度の各 3年間として、各期に評価・検証を行いつつ実施されている。
　その中でも、介護と共に将来の育児の担い手である児童への福祉や保育への理解や啓発は
重要テーマとなっており、後述する福祉・保育イベントである「天王寺子育て愛あいフェス
ティバル」実施は、地域福祉推進の仕掛けづくりの重要イベントとしても位置付けられている。
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第 3章　子育て人材育成のための福祉教育・ボランティア学習
1．天王寺区における子育て支援の取り組み
　天王寺区は分譲マンションも建設が進み、他区や他市から転入してくる子育て世帯もおり、
2014（平成 26）年 9 月 30 日現在、0歳から 19 歳の子どもの人口が 6584 人と、区の全人口
の約 9.1％と、大阪市 24 区中 2番目に高い割合を示している。
　区内には保育施設が16施設、幼稚園が9園、子育て支援サークルが10サークル設置され、
子育て応援施設マップという各施設・園・サークルの設置場所が示されたガイドマップが作
成され、区役所や社会福祉協議会関係施設・機関で配布されている。
　また、区役所には福祉行政の相談窓口として保健福祉課が置かれ、2006（平成 18）年度
より子どもと子育てに関する総合的な相談窓口として、子育て支援室が設置されている。
　実施体制として子育て支援相談課長代理 1名、虐待・DV担当係長 1名、子ども相談担当
係長（保育士）1名、担当係員（保育士）1名、家庭児童相談員 2名、利用者支援専門員（保
育コンシェルジュ）1名により、業務が行われている。
　業務内容としては、1つには児童虐待への対応（現地調査・安全確認・家庭訪問）であり、
幼稚園・保育所・児童相談所等とも連携し、子育て相談や、一時保護・困難ケースに関する
相談にも対応している。児童福祉法で義務づけられている要保護児童対策地域協議会を
2006（平成18）年に設置し、保育所、学校・幼稚園、児童相談所、保健師、警察、医療機関、
民生委員・児童委員等の関係者によって代表者会議（年 1～ 2 回）、実務者会議（月 1回）、
個別ケース検討会議（随時）が行われ、要保護児童（保護者がいない児童・保護者の監護が
不適当な児童）や要支援児童（保護者の養育支援が特に必要と認められる児童）、特定妊婦（出
産後の養育について出産前に支援を行うことが特に必要と認められる妊婦）を支援の対象と
している。
　特定妊婦・要支援児童への支援においては、育児支援家庭訪問事業として、要保護児童対
策地域協議会で支援が必要と判断した家庭に対して、①こども家庭支援員による家庭訪問支
援事業（週 1回 1時間程度、軽度の虐待経験のある家庭や虐待の恐れがある家庭、児童養護
施設等を退所した児童の家庭への相談、助言、養育支援を行う）、②助産師による専門的家
庭訪問支援事業（週1回、養育不安、虐待リスクなどを持つ家庭に対し、3か月健診までの間、
助産婦が訪問し、育児相談や指導を行う）、③エンゼルサポーター派遣事業（派遣後 6か月
以内、延べ 50 時間以内、出産後 1年以内の要支援家庭に対する家事支援、身の回りの世話、
買物、育児相談を行う）が実施され、支援家庭の情報収集や虐待リスクの軽減がはかられて
いる。
　さらに天王寺区の事業として、予防接種やベビーマッサージ、リトミック、スイミングな
ど様々なサービスに 2歳まで使用できる 1万円分の「子育て応援券」の配布、子育てイベン
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ト、子育て支援施設、病院情報、予防接種スケジュールなどの子育て情報アプリの配信、保
育園や幼稚園・子育て関係施設による情報提供の場としての子育て情報博覧会の開催なども
行われている。
　子育て支援室の事業内容には他にも子育て相談（保育士、保健師、家庭児童相談員、栄養
士、臨床心理士など専門職員による子育ての悩み、子どもの発達やしつけなど様々な相談へ
の対応）、区民への情報提供（子育て情報を広報紙、ホームページ、SNS、子育てアプリ、
子育て情報博覧会など様々な手段や機会で発信）、地域連携（地域の子育て関係施設からの
情報収集や情報共有、子育て支援サークル、出前講座などでの地域への参加、子育てイベン
トの開催）などが行われている。
　地域福祉計画推進、子育て支援の取り組みの一環として、天王寺区民、子育て支援機関・
団体、子育て支援サークル等が集まり、子育てのための住民の啓発や理解・参加、協力をは
かり、福祉力の向上を目指すイベントとして「子育て愛あいフェスティバル」が 2006（平
成 18）年度から例年 6 月に実施されており、700 名を越える参加者の中で、区内子育て支
援の一大イベントとして行われている。
　会場では、幼児あそび・お絵描き・バルーンアート・乳児あそび・親子交流・手形・手作
りおもちゃ・授乳・パネルシアター・子育て相談などの各ブースやコーナーが設置されてお
り、主任児童委員や幼稚園教諭による子ども達とのレクリエーションも実施され、子育て支
援への公私協働がはかられている。
2 ．天王寺区ジュニアボランティアクラブでの福祉教育・ボランティア学習
　2006（平成 18）年度から、天王寺区でも「子育て支援活動の拡充」や「保育ボランティ
アの育成」等を地域福祉計画での取り組み内容に組み入れる中で、地域での人材育成、青少
年の健全育成、福祉教育・ボランティア学習の推進の観点からとして、ジュニアクラブが組
織化されることとなった。そこでは①関係者による委員会の設置、②区内公立 3中学校との
連携、③小・中・高の各学校への一般公募、④土・日・夏休み等のボランティア機会の提供、
⑤将来の地域活動の人材育成、が推進のための重要項目とされている。
　2007（平成 19）年 6月に第 1回のジュニアクラブ運営委員会が開催され、同年 12 月より
天王寺区ジュニアクラブが発足することとなった。
　発足について、天王寺区役所からの提供資料よりまとめたものが表 3‒2‒1 および表 3‒2‒2
である。
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　表 3‒2‒1、表 3‒2‒2 より、これらの対象は小学 4～ 6年生、中学生、高校生となっている。
そして、⑴次世代を担う青少年が地域での様々な行事や活動に参加し、新たな学びと体験に
より、横のつながりによる仲間づくりとともに気づきを促し、地域への愛着心を育む、⑵同
世代・多世代間の交流や諸活動等を通じ、豊かな人間性とボランティア精神を育む、⑶乳幼
児や高齢者等の方とのふれあいの場を通じて、易しさや思いやりをもった青少年の健全育成
を図る、⑷将来の地域における人材の育成を推進する」ことを趣旨にしており、将来の子育
て世代としての人材養成もふまえられたものとなっている。
　また、子ども達からの意見集約により、①笑顔と優しい心を大切にする、②元気に挨拶を
する、③一人一人の絆と心のつながりを深める、④歴史や文化を学び、守り、育てる、⑤ふ
れ合いとぬくもり、緑あふれるまちにする、を憲章として活動の方向性をより明確にさせる
表 3‒2‒1　天王寺区におけるジュニアボランティア養成の背景
●平成 17 年 5 月～ 7月
子育て班会議を開催し、子育てに関する課題共有、相互の情報交換から意見を出し合い、具体的な課
題の抽出を行う。その中で、「同じ人ばかりが講演会や勉強会に参加しているのが実態」「なかなか広
がっていかず、裾野を広げるための講習会の内容を考えていかないといけない」「自主的な参加を促す
ためにはどう進めるか」など、ボランティアや地域の役員などの人材不足が課題として挙げられると
ともに、将来の地域人材の育成という観点から「次世代を担うボランティアの育成が必要」というこ
とに至った。また、そのためには、学校への働きかけや学校からの積極的な PR が必要であるとの意
見が出された。
●平成 17 年 8 月
子育て班班長とアクションプラン事務局で区内公立 3中学校を訪問し、中学校の福祉ボランティア活
動についての意見交換を行い、同時にボランティア育成と組織化へ協力依頼を行う。
●平成 17 年 8 月、9月
これまでに出た課題を具体的にして整理し、解決に向けて検討した結果、人材の育成として、「区レベ
ルで継続した青少年ボランティア活動のシステム化」として、①関係団体や主任児童委員・青少年指
導員・子ども会役員等との連携が必要なこと、②中学校と事前調整のうえ、総合学習で取り組んでき
た福祉体験学習の中から青少年ボランティア活動として継続した活動へのシステム化の工夫、③活動
メニューは楽しく継続性・多様性を持たせ、内容・日時・時間帯等、詳細な掲示が必要であることな
どが確認された。
●平成 18 年 3 月
天王寺区地域福祉アクションプランが策定され、人材育成として、「（仮称）天王寺区青少年（ジュニア）
ボランティアクラブ」の組織化と育成が推進項目として挙げられた。具体的な取組み内容としては以
下のとおり。
○関係者による委員会設置　　○ 3公立中学校と連携　　○小・中・高の一般募集も検討
○土・日・夏休みなどのボランティア機会の提供、交流会イベント等の実施によりクラブを運営
○将来の地域活動の人材育成
●平成 18 年 3 月
天王寺区未来わがまち会議において、わがまちビジョンが策定され、「ふれあいのあるまちにしよう」
をテーマに、まちづくり活動の提案として、以下のとおり挙げられ、同一歩調で支援していくことに
なった。
「次は君たちがリーダーだ」
○小学生から中学生、高校生が楽しんで地域活動に参加する機会を増やしましょう
（未来の地域をつくるのは、次の世代の子ども達です。地域で身近なボランティア活動の輪を広げ
ていきましょう。）
出所：天王寺区役所保健福祉センター提供資料により筆者が作成（2016〈平成 28〉年 3月 31 日現在）
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ようにしている 25）。
　ジュニアクラブは平成 18 年の 8 月より活動を開始し、福祉教育、ボランティア学習の場
として様々な活動を行っている 26）。
　表 3‒2‒3 は平成 24 年度から平成 27 年度ジュニアクラブ年度別活動状況である。
　ジュニアクラブの登録者数は、表 3‒2‒4 のように増減を繰り返しながら 130 名前後で推移
している。
　表 3‒2‒3 からもわかるように、ボランティアの内容は多岐に渡り、公園の除草や動物園・
水族館の清掃・美化活動、留学生との交流、福祉イベントでの高齢者・障がい者との交流活
動をはじめ、子育て支援や虐待防止に向け、乳幼児との交流をはかるなどの活動を行っている。
　会員である小学生・中学生・高校生は、とりわけ児童・家庭福祉、子育て支援に関する学
びの場としての一大イベントである子育て愛あいフェスティバルに毎年参加しており、各ブ
ースでの活動を通じて子ども達や保護者の方々との関わりを通して将来の子育ての担い手と
して異なる他者に対する積極的・主体的な支援の姿勢を示し、真摯に活動を行おうとする態
度がみられるようになり、子育て支援への関心を深める効果も得られている。
　柏女霊峰は児童・家庭福祉人材養成に求められる新たな視点として「人間性と倫理を兼ね
備えた人材の養成」を強調しているが 27）、そのような人材養成への一助ともなりうるもの
と考えられる。
表 3‒2‒2　ジュニアボランティア発足に向けた具体的な流れ
●平成 18 年 9 月 21 日 アクションプラン推進子育て班　　第 1回準備委員会
内容　①対象　②活動可能な行事、講座等　③募集
●平成 18年 10 月 12 日 アクションプラン推進子育て班　　第 2回準備委員会
内容　①設立趣旨について　②事業の概要　③意見交換
●平成 18年 10 月 23 日 アクションプラン推進子育て班　　第 3回準備委員会
内容　ジュニアボランティアの組織化について他
●平成 18年 12 月 20 日 子育て班班長と区役所関係課・区社協との調整会議
内容　①「（仮称）天王寺ジュニアクラブ」の組織化と育成
　　　② 1月 27 日交流会の具体化
●平成 18年 12 月 28 日 交流会の説明と協力依頼 ･･･3 中学校・天王寺小学校（幹事校長）訪問
●平成 19 年 3 月 23 日 アクションプラン推進委員会子育て班　第 6回班会議
内容　 ジュニアクラブの運営について、平成 19 年度、「地域で育つ地域の子ど
も推進事業」として取り組み、準備委員会から運営委員会へと移行させ、
区全体の取組みとして推進することを確認
● 平成 19 年 6 月 11 日
～ 29 日
運営委員及び運営委員会開催について、関係機関・団体へ協力依頼
●平成 19 年 6 月 29 日 第 1回天王寺区ジュニアクラブ運営委員会開催
委員長：高津中学校校長　副委員長：PTA協議会会長（中学校）
● 以降、運営委員会で、活動内容等運営の詳細について子どもの意見も取り入れながら決定している。（平
成 24 年 1 月末現在まで 34 回開催）
●平成 19年 12 月 15 日 天王寺区ジュニアクラブ　発足
出所：天王寺区役所保健福祉センター提供資料により筆者が作成（2016〈平成 28〉年 3月 31 日現在）
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表 3‒2‒3　天王寺区ジュニアクラブ年度別活動状況（平成 24 年度から平成 27 年度）
【平成 24 年度　活動状況】
① 7月 8日 「除草ボランティア」（大阪城公園 西の丸庭園）《大阪城草抜きバトル！！～歴史を発見！
秘密の探検～》
・ 大阪城公園西の丸庭園内で芝生を維持するため除草作業を行い、学芸員の説明を受け大
阪城の歴史を学び、同庭園内の日ごろ公開していない歴史的建造物内を見学する。
参加者 36 名（小学生 21 名、中学生 12 名、高校生 3名）
② 8月 24 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺スポーツセンター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 30 名（小学生 17 名、中学生 12 名、高校生 1名）
③ 8月 24 日 「ジュニアクラブ会員会議」（天王寺スポーツセンター）
・今年度に行う国際交流事業の内容について、どのように行うかなどを話し合う。
参加者 11 名（中学生 10 名、高校生 1名）
④ 10 月 27 日 「第 7回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 23 名（小学生 18 名、中学生 5名）
⑤ 1月 20 日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《サウジアラビア王国って知ってる？～留
学生とサウジを学ぼう！！～》
・ サウジアラビア王国の留学生と、あいさつ、アラビア文字、民族衣装などを交えて、日
本の文化とサウジの文化を学ぶ。
参加者 35 名（小学生 20 名、中学生 12 名、高校生 3名）
⑥ 3月 9日 「第 2回ボッチャ大会」（天王寺スポーツセンター）
・ パラリンピックの正式種目「ボッチャ」を通じ、障害のある人や高齢者との交流を図る
とともに試合運営を補助し、大会運営の一助となる。
参加者 22 名（小学生 12 名、中学生 9名、高校生 1名）
【平成 25 年度　活動状況】
① 6月 16 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 46 名（小学生 32 名、中学生 10 名、高校生 4名）
② 8月 20 日 「科学実験と施設見学」（環境科学研究所）《水を汚す犯人を探せ！～夏休みの科学実験～》
・ 水の汚れを調べる実験を行い、日ごろ見ることが少ない施設内を見学することにより、
市民の生活環境を守る施設が天王寺区にあることを知るとともに、実験を通じて環境問
題に興味を持つきっかけとする。
参加者 28 名（小学生 23 名、中学生 5名）
③ 10 月 26 日 「第 8回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 28 名（小学生 22 名、中学生 6名）
④ 2月 9日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《クイズで世界一周！》
・ 世界各国の文化、習慣などにまつわるクイズに留学生と一緒に参加し、意見交換するこ
とで、異文化理解・相互理解を深め、海外への関心を高める。
参加者 42 名（小学生 28 名、中学生 12 名、高校生 2名）
⑤ 3月 8日 「第 3回ボッチャ大会」（天王寺スポーツセンター）
・ パラリンピックの正式種目「ボッチャ」を通じ、障害のある人や高齢者との交流を図る
とともに試合運営を補助し、大会運営の一助となる。
参加者 33 名（小学生 19 名、中学生 13 名、高校生 1名）
【平成 26 年度　活動状況】
① 6月 15 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 20 名（小学生 14 名、中学生 4名、高校生 2名）
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　この福祉・保育イベントは様々な世代の市民への啓発活動を行うこともねらいとされてい
るが、児童・家庭福祉と福祉教育の連携により、将来の親となる世代が子どもや家庭の大切
さを実感できる取り組み、また、親の子育て、祖父母の孫育てのための姿勢や態度を育てる
取り組みとしてもその意義も見出すことができる。
② 8月 19 日 「防災体験」（天王寺消防署）《われら災害救助ジュニア隊！！～身近なものを活用した防
災体験～》
・ 阪神淡路大震災から 20 年の節目の年に、地震や火事などから自分の身を守るために、
災害体験するとともに、防災対策を学習する。
参加者 16 名（小学生 11 名、中学生 2名、高校生 2名）
③ 10 月 25 日 「第 9回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 15 名（小学生 11 名、中学生 2名、高校生 2名）
④ 1月 25 日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《文楽で国際交流》
・ 文楽について留学生と一緒に学び、意見交換することで、日本の伝統芸能を通じて異文
化理解・相互理解を深め、海外への関心を高める。
参加者 26 名（小学生 19 名、中学生 5名、高校生 2名）
⑤ 3月 15 日 「防災イベント」（四天王寺）《あそぼうさい in 四天王寺》
・ 区主催の防災イベントにボランティアスタッフとして参加し、地域の災害救助青年部と
ともに参加者の防災知識を高める。
参加者 18 名（小学生 12 名、中学生 3名、高校生 3名）
【平成 27 年度　活動状況】
① 6月 21 日 「子育て愛あいフェスティバル」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、乳幼児とのふれあい・交流を図る。
参加者 35 名（小学生 29 名、中学生 5名、高校生 1名）
② 8月 19 日 「動物園見学・園内清掃」（天王寺動物園）《休日の動物園を探検！～祝・天王寺動物園
100 周年～》
・  100 周年を迎えた天王寺動物園でバックヤード見学と園内の清掃ボランティアを行い、
区内にある施設に愛着を持ってもらう。
参加者 37 名（小学生 27 名、中学生 7名、高校生 3名）
③ 10 月 24 日 「第 10 回天王寺愛あいふれあいまつり」（天王寺区民センター）
・ ボランティアとして参加し、高齢者、障害のある人などとのふれあい・交流を図る。
参加者 17 名（小学生 15 名、中学生 1名、高校生 1名）
④ 1月 24 日 「留学生との交流会」（大阪国際交流センター）《外国の言葉を学ぼう》
・ 留学生と一緒に、国旗クイズで楽しんだ後、外国の挨拶言葉の紹介や、意見交換するこ
とで、異文化理解・相互理解を深め、海外への関心を高める。
参加者 27 名（小学生 23 名、中学生 3名、高校生 1名）
⑤ 3月 6日 「自転車マナー学習会」（天王寺警察署）《正しく走って安全に！》
・ 天王寺警察署で、署内の見学及び自転車マナーについて学習した後、街頭啓発活動とし
て、谷町筋の交差点付近で自転車マナー及び信号遵守のチラシ・ティッシュを配布。
参加者 24 名（小学生 19 名、中学生 5名）
出所：天王寺区役所保健福祉センター提供資料より筆者が作成（2016〈平成 28〉年 3月 31 日現在）
－ 36 －
おわりに
　天王寺区での取り組みは学校や家庭では経験することが難しい学びの場を提供する機会と
もなっている。
　今後も、①地域での子育て支援への関心を深め、参画していく人材養成に向けた広がりの
ある活動にしていくためのボランティアプログラム作りやイベントの企画がはかられていく
こと、②子育てにまつわるボランティア活動の経験・体験が人間づくりの場である学校教育
にも連動していくこと、③そのために地域で子育てにまつわる活動に参加した子ども達が将
来の子育てを担う人材として育てられていくという視点からの福祉教育・ボランティア学習
が学校教育でも認知され、教職員の理解、参画による協力体制などによって、子ども達に貴
重な実体験となる学びの充足感が得られる体制をつくること、④小・中・高の各学校のみな
らず幼稚園・保育所をはじめとする関係職員も参画しているイベントという特性を活かして、
子ども達の教育に連動性、接続性のある学習活動プログラムに発展させていくこと、⑤福祉・
保育の副読本やパンフレット等の教材づくりと共に社会福祉協議会職員や行政の福祉・保育
担当職員等による出張講座やホームページでの紹介などによる広報活動を充実させていくこ
と、⑥学校教育において、こうした活動に対してどのように評価するのか、そのあり方につ
いて考えていくこと、などの課題があると考える。
　門脇厚司は「子どもの社会力のおおもとを培い、社会力を育み伸ばすためには、乳幼児期
表 3‒2‒4　天王寺区ジュニアクラブ登録者数の推移
【登録者数】
平成 19 年 12 月 15 日   54 名（小学生 17 名、中学生 36 名、高校生 1 名）
平成 20 年 3 月 7 日   86 名（小学生 43 名、中学生 42 名、高校生 1 名）
平成 21 年 2 月 26 日  124 名（小学生 41 名、中学生 74 名、高校生 9 名）
平成 23 年 4 月 1 日  188 名（小学生 36 名、中学生 70 名、高校生 82 名）
平成 24 年 1 月 31 日  186 名（小学生 56 名、中学生 68 名、高校生 62 名）
平成 24 年 2 月 26 日  136 名（小学生 56 名・中学生 68 名・高校生 12 名）
平成 24 年 4 月 1 日  136 名（小学生 33 名・中学生 66 名・高校生 37 名）
平成 24 年 6 月 19 日  147 名（小学生 47 名・中学生 65 名・高校生 35 名）
平成 25 年 2 月 18 日  140 名（小学生 49 名・中学生 63 名・高校生 28 名）
平成 25 年 4 月 1 日  126 名（小学生 30 名・中学生 55 名・高校生 41 名）
平成 25 年 8 月 20 日  137 名（小学生 50 名・中学生 48 名・高校生 39 名）
平成 26 年 1 月 22 日  149 名（小学生 57 名・中学生 54 名・高校生 38 名）
平成 26 年 6 月 15 日  135 名（小学生 41 名・中学生 67 名・高校生 27 名）
平成 26 年 10 月 25 日  140 名（小学生 46 名・中学生 67 名・高校生 27 名）
平成 27 年 1 月 25 日  139 名（小学生 47 名・中学生 65 名・高校生 27 名）
平成 27 年 6 月 21 日  133 名（小学生 44 名・中学生 57 名・高校生 32 名）
平成 27 年 10 月 24 日  130 名（小学生 43 名・中学生 55 名・高校生 32 名）
平成 28 年 2 月 1 日  136 名（小学生 49 名・中学生 55 名・高校生 32 名）
平成 28 年 6 月 3 日  128 名（小学生 48 名・中学生 57 名・高校生 23 名）
出所：天王寺区役所保健福祉センター提供資料より筆者が作成（2016〈平成 28〉年 6月 30 日現在）
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から、親や保育士や教師のみならず、地域の多くの大人たちが積極的に子育てや学校の教育
に関わらなければならない」28）ことを指摘しているが、こうしたジュニアボランティアの
取り組みは、地域の養育力の向上、住民同士の連携による子育て支援の充実に向けて意義の
あるものになっている。
　児童・家庭福祉の観点からの福祉教育・ボランティア学習のあり方について、今後更なる
論究を進めたい。
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